
悪魔払がやってきました！～夏季大祭（金石夏まつり）～ 

ごあいさつ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

皆さん、こんにちは。総務課の嶋田と申します。 

多様性の世の中で個人が事情に応じた柔軟な働き方を自分で選択するため

の改革を「働き方改革」といいます。当院では、有給取得率の向上化計画に始

まり、ウェルカム休暇や骨髄ドナー休暇、通院等特別休暇（病気休暇）等の新

設、その他に裁判員制度・検察審査会制度休暇、感染症休暇等、多種多様な特

別休暇を導入し、職員がより自分らしく働ける職場環境づくりを日々目指し

ています。 

医師及び看護師等のコメディカルスタッフの健康が確保されない状態は、

結果的に患者様にとって不利益をもたらす可能性があります。「職員の不健康

≠良質な医療サービスの提供」であることは明らかである為、全職員が健康で

良質な医療サービスの提供を行えるよう、今後も全力でサポートしていきた

いと考えております。 

患者様及びご家族の皆様におきましては、今後行き届かない点もあるかと

思いますが、お気づきになることがありましたら、お気軽に職員までお声か

け下さい。 

総務課長 嶋田昌喜
し ま だ ま さ き

 

 

 

8 月 2 日金沢市金石地区にて、金沢市無形民俗文化財に指定されている「夏

季大祭」が今年も開催されました。悪魔払（あくまばらい）は山伏が行った厄

払いの祈祷を起源にもつとされています。 

この数年はコロナ禍で入院患者さんは見ることができませんでしたが、今

回は見ることができ、久々に地域の方々とのふれあいの場となりました。金石

町壮年会・金石町青年団の皆さま、ありがとうございました。 
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こんにちは！ 

かないわ病院です 

 

かないわ病院 基本理念 

１．患者様の権利・人権を 

尊重します。 

２．適切な医療と正確な情報を 

提供します。 

３．社会復帰と地域支援を 

目指します。 

 かないわ病院 基本方針 

・私達は、個人の尊厳を厳守し

十分な説明と同意に基づく医

療を提供します。 

・私達は、患者様の主体性･個

別性を重視し最小限の制限と

開放に努めます。 

・私達は、自己啓発に努めると

ともに全職員相互の力を発揮

できるように努めます。 

～お知らせ～ 

保険証、限度額認定証等

の有効期限が更新されて

います。該当される方は

必ずご提示をお願いいた

します。     

医事課 

 

 

 



精神保健福祉法がかわりました！～2024 年 4 月 1 日から新しくなりました～ 

第 13 回日本精神医学会学術大会に参加しました！ 

外来臨時休診のお知らせ 

 

 

第 13 回日本精神科医学会学術大会が宮城県仙台市にて開催されました。当院からは看護部の大道健二看護師

長が「当院の虐待防止に向けた体制づくりとめざすもの～虐待ゼロに何が必要か～」、生活支援室の乾泰盛作業療

法士が「療養病棟における売店の意義～人が物を買うという事とは～」の演題発表を行いました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

  

 

 

 

 

医療保護入院の入院期間が法定化され、医療保護入院の入院期間が最長 6 ヶ月となりました。 

ただし、精神保健指定医による診察の結果、医療保護入院

の継続が必要と判断された場合、医療保護入院者退院支援委

員会を開催し、家族等の同意を得た場合に入院期間が更新さ

れることになりました。 

 

 

誠に勝手ながら下記の日時は休診となります。皆さまには大変ご迷惑をおかけし申し訳ございませんが、何卒ご

理解の程よろしくお願いします。 

 【石橋医師 外来】           

 8 月 19 日（月）午前 / 8 月 20 日（火）午後 

【吉田医師 外来】 

8 月 20 日（火）午前 / 8 月 21 日（水）午後 / 8 月 22 日（木）午後 

 

 

 

 

 

 

 

かないわ病院 

医療法人明仁会 

〒920-0351 

石川県金沢市普正寺町 9-6 

電 話 076-267-0601㈹ 

F A X 076-267-0962 

今回で演題発表は２回目となりますが、発表を終えるまでの

緊張感と終えてからの達成感、また、様々な演題にも参加して

充実した楽しい２日間でした。普段、自ら選択しないような分

野にも触れる機会もでき、自分の知見が広がったように感じま

す。「虐待防止関連」ではより患者の主体性、意欲、前向きな感

情を妨げず、選べること、したいことを支える支援に努力をし

ていきたいと気持ちを新たにしました。 （大道健二） 

学術大会に参加させていただき、様々な演題や取り組みを聴講する中で沢山の刺激を受けました。又、発

表者としての参加でもあり、自分が今まで取り組んできた事を相手に伝える難しさを改めて感じた大会でも

ありました。取り組みを意義あるものにするには、相手に伝える事も不可欠な要素であり、この様な貴重な

経験が出来きたこと感謝致します。（乾 泰盛） 

詳しくは、担当の「退院後生活環境相談員」 

または病院の職員におたずねください。 


